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１	背景・目的
ミズダコは津軽海峡沿岸の重要な
漁獲対象種で、主にカゴなどで漁獲
されます。近年、漁獲量が減少して
おり、現在の資源管理（禁漁期間設
定、3㎏未満の水揚禁止）に加え、
小型ミズダコを確実に保護するため
の新たな手法を確立する必要があり
ます。

２	内容
◦�3㎏未満のミズダコだけが脱出可能
な脱出口付き改良カゴにより、3㎏
未満のミズダコはカゴ揚げ前に脱出
することが実証されました。

◦�3㎏以上のミズダコは改良カゴでも
通常カゴと同様に漁獲可能です。

◦�脱出口をカゴのどこに取り付けても、
小型ミズダコは脱出できます。

３	活用等
通常カゴを改良カゴに置き換える
ことで、水揚げ可能な3㎏以上のミ
ズダコに対しては今まで通りの漁獲
能力を維持したまま小型ミズダコの
資源保護効果が発揮されます。
�

小型ミズダコを逃がすための改良カゴの開発

小型ミズダコ用の脱出口の効果を実証し、操業形態を変えずに小型ミズダコを
保護できる改良カゴを開発しました。

・�改良カゴの作成に必要な脱出口用のリングは県の水産事務所や水産総合研究所で配布し
ています。

・�津軽海峡のミズダコは、移動範囲が狭く、成長も早いので、小型ミズダコ資源を守るこ
とで、持続可能な漁獲につながることが期待できます。
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